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講義名 経営戦略論Ｂ

学部フリーゾーン科目区分

青木　良三担当教員

2単位数

後期 金曜日 ３時限開講期・曜日・時限
2018年度 人間社会学部 人間健康学科／2018年度 人間社会学部 観光学科／2018年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2018年度 経済学部 経済情報学科／2018年度 経済学部 経済学科／2018年度 商学部 マーケティング学科／
2018年度 商学部 経営学科／2017年度 人間社会学部 人間健康学科／2017年度 人間社会学部 観光学科／
2017年度 人間社会学部 人間社会学科／2017年度 経済学部 経済情報学科／2017年度 経済学部 経済学科／

主題と概要
・本講義の主題は、経営戦略論を学習するものにとって当然知っておくべき基本的知識を解説することにあります。
理論のみならずケースも紹介しますので、実際のビジネス界の出来事も学習できる内容になっています。
・本講義では、経営戦略論のうち企業（全社）戦略について解説します。
・なお、事業（競争）戦略と機能別戦略については、経営戦略論Aで行います。
・本講義のレベルは、入門書レベルに一部中級レベルの話が加わります。経営戦略論Aよりは講義内容はむずかしいと
思います。

到達目標
①学生は、本講義を受講することによって、経営戦略に関する理論を理解できるようになります。
②学生は、それらの理論を使って、企業経営を分析できるようになります。

提出課題
・提出課題は、ありません。最近コピペしたレポートが多いためです。
・レポートの提出は、任意とします。

履修にあたっての注意・助言他

・期末試験の結果で評価します。
・ただし、授業中に発言すると、30回まで1回1点で評価します。期末試験の結果に、発言で得た点を加算します。双
方向の授業を行いたいので、授業中の発言を歓迎します。
・レポートは、義務ではありませんが、コピペでない優れた内容のレポートは、成績評価の際考慮します。

評価の基準

・期末試験は、授業中に話したことや板書した事柄、授業中に配布した資料から出題します。授業の欠席が多いと、
試験で得点するのがむずかしくなるので気をつけてください。
・私語等により他の受講生の迷惑をかける学生には退室を命じます。その指示に従わない場合には、減点します。
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教科書

.教科書は使用しません。.

プリント資料及び参考文献
・経営学検定試験公式テキスト２『マネジメント』経営学検定試験協議会監修、経営能力開発センター編集、中央経済社　
2015年2月
RYUKA Pirtal から資料をダウンロードできるようにします。

　1.経営戦略の体系
　2.経営理念、ビジョン、ミッション
　3.ケーススタディ　パナソニック、ソニー、ホンダ
　4.事業の定義と企業ドメイン
　5.ケーススタディ　富士フィルム
　6.アンゾフの製品―市場マトリックス
　7.ケーススタディ　ブリヂストンの市場開発戦略
　8.ケーススタディ　キヤノンの多角化戦略
　9.Ｍ＆Ａ戦略　
10.グローバル戦略
11.ケーススタディ　コカ・コーラ、Ｐ＆G
12.経営戦略の策定プロセス
13.外部環境分析（機会と脅威の発見）と内部環境分析（強みと弱みの認知）
14.ＳＷＯＴ分析
15.ケーススタディ　ファーストリテイリング

授業計画

備考

予習・復習

・予習について、テキストはありませんが、参考文献やシラバスに記載した企業に関する雑誌記事、新聞記事を読んでお
いてください。
・復習は、配布した資料を読んで、出てくる経営学の用語の意味をしっかり理解し、使えるまで学習してください。


